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ヤ
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後
編
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一
五
世
紀
末
に
イ
ベ
リ
ア
半
島
か
ら
追
放
さ
れ
た
ユ
ダ
ヤ
人
は
、
北
方
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
国
と

東
方
の
オ
ス
マ
ン
帝
国
に
逃
れ
た
。
そ
の
後
の
ユ
ダ
ヤ
人
は
西
欧
と
東
欧
で
異
な
る
道
を
歩
む
。 

  

西
欧
の
ユ
ダ
ヤ
人
は
都
市
の
ゲ
ッ
ト
ー
に
隔
離
さ
れ
た
。
壁
に
囲
ま
れ
た
狭
い
場
所
に
住
み
、
外

出
で
き
る
の
は
昼
間
の
み
で
、
特
別
な
バ
ッ
ジ
や
帽
子
の
着
用
を
義
務
づ
け
ら
れ
た
。 

そ
の
後
の
啓
蒙
思
想
の
進
展
に
伴
い
、
一
八
世
紀
末
の
フ
ラ
ン
ス
革
命
か
ら
一
九
世
紀
の
国
民
国

家
成
立
時
代
に
、
各
都
市
で
逐
次
「
ユ
ダ
ヤ
人
解
放
令
」
が
出
さ
れ
自
由
の
身
と
な
る
。
ハ
イ
ネ
、

マ
ル
ク
ス
、
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
の
父
親
た
ち
は
改
宗
キ
リ
ス
ト
教
徒
で
あ
り
、
ま
た
ロ
ス
チ
ャ
イ

ル
ド
を
は
じ
め
と
す
る
銀
行
家
・
企
業
家
が
陸
続
し
た
。 

た
だ
、
ユ
ダ
ヤ
人
に
対
す
る
差
別
・
蔑
視
が
払
拭
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
く
、
一
八
九
四
年
に
フ
ラ

ン
ス
で
ド
レ
フ
ィ
ス
事
件
が
起
き
た
。
こ
の
事
件
に
危
機
感
を
抱
い
た
世
俗
ユ
ダ
ヤ
人
ヘ
ル
ツ
ル
の

提
唱
で
、「
シ
オ
ニ
ズ
ム
運
動
」（
シ
オ
ン
の
丘
｟
エ
ル
サ
レ
ム
｠
に
戻
る
運
動
）
が
始
ま
る
。 

 

一
方
、
東
欧
の
ユ
ダ
ヤ
人
の
最
大
の
受
入
れ
国
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
と
そ
の
周
辺
国
だ
っ
た
。
彼
ら
は

シ
ュ
テ
ッ
ト
ル
（
小
都
市
）
と
呼
ば
れ
る
自
治
区
に
居
住
し
、
お
お
む
ね
平
穏
に
暮
ら
し
人
口
も
増

加
し
た
（
一
九
世
紀
末
の
時
点
で
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
ユ
ダ
ヤ
人
人
口
五
〇
〇
万
人
は
総
人
口
の
一

二
％
）。 

一
八
八
一
年
の
ロ
シ
ア
皇
帝
暗
殺
に
ユ
ダ
ヤ
人
が
加
担
し
て
い
た
こ
と
に
端
を
発
し
、
各
地
で
「
ポ

グ
ロ
ム
」（
ユ
ダ
ヤ
人
大
襲
撃
）
が
起
き
た
。
難
を
逃
れ
て
東
欧
か
ら
ア
メ
リ
カ
へ
渡
っ
た
ユ
ダ
ヤ
人

は
、
一
九
世
紀
末
か
ら
一
九
二
四
年
で
二
〇
〇
万
人
に
の
ぼ
り
、
一
部
の
人
は
シ
オ
ニ
ス
ト
の
指
導

で
パ
レ
ス
チ
ナ
へ
の
入
植
を
始
め
る
。 

更
に
悲
惨
だ
っ
た
の
は
、
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
の
人
種
浄
化
計
画
で
あ
る
。
絶
滅
収
容
所
で
の
死
者

は
六
〇
〇
万
人
に
の
ぼ
る
が
、
犠
牲
者
の
大
半
は
東
欧
の
ユ
ダ
ヤ
人
（
ポ
ー
ラ
ン
ド
二
七
〇
万
人
、

ロ
シ
ア
二
一
〇
万
人
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
他
八
〇
万
人
）
だ
っ
た
。 

 

大
戦
後
の
イ
ス
ラ
エ
ル
建
国
で
、
安
住
の
地
を
求
め
て
の
一
九
世
紀
間
に
及
ぶ
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
は

終
焉
す
る
が
、
四
囲
を
海
に
囲
ま
れ
定
住
を
続
け
る
日
本
人
と
の
比
較
は
興
味
深
い
。 


